

















しば目にす ようになった。こうした取り組み どのような方向に進む か、様々な可能性があるが、試行錯誤を重ねていくといった現状であろう。一研究者としては、自 の研究や教育のあり方、意義を改めて問い直 と共 、土台となる研究の進展を図ることが責務である。こ 『日本文学紀要』では、古典文学四編、近代文学五編、全九編の研究成果を収めることが きた。新旧交えた執筆陣の力作揃いで、寄稿してくださった先生方に改めて謝意を表したい。現役教員からの寄稿が些か少ないのは厳しい現状を映 出しているとも言えるが、 研究成果 、本学なら はの たな取 組みに結びつくことを期待 たい。最後 この一冊の形にまとめ上げ ためにご尽力い だいた編集室の方々に篤く御礼申し上げる。
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